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ワークショップ
理学療法・作業療法研究における新たな視点
理学療法と作業療法は,本来の発展の経緯は異なるも
のの,我が国では法律の制定や養成教育の導入など,ほ
ぼ同様に歩み,現在に至っている.
肢体不自由を中心とした身体障害,精神障害,発達障
害が理学療法と作業療法の主な対象であることには以前
と大きな変化はない.しかし,心疾患,呼吸器疾患,糖尿
病などの内部障害,青少年から若年者のスポーツ障害,
がん,認知症などの対象が増えてきている.超高齢社会
の到来により,高齢者におけるニーズは増加し,要介護
状態に対する関わりや,介護予防を目的とした支援も
益々必要とされている.このような社会情勢や疾病構造
の変化に対応し,今後もその対象の変遷は続くであろう.
一方で,それぞれの教育課程では大学・大学院教育が
徐々に充実し, 学問基盤も整備されてきている. 並行し
て,科学技術の進歩や科学的根拠に基づく臨床実践の浸
透により,新たな研究テーマへの着手と得られた知見の
臨床実践への導入が盛んになってきている.
本ワークショップでは,そのような新しい着想に基づ
く理学療法と作業療法の研究の成果を,関連領域の動向
も含めて紹介して頂く.内容としては,呼吸器疾患に対
する運動療法の新しい取り組み,認知機能に対する脳機
能イメージング,神経系障害における痙縮に対する評価
と介入,Dual Taskを応用した評価と介入,地域在住高齢
者に対する介護予防のテーマである.いずれも,従来の
理学療法や作業療法に,新しい枠組みや機器を導入した
研究・実践例である.
理学療法と作業療法は,医療現場での認知度は高まっ
てきているが,まだまだその具体的な内容については,
広く知られていないのが現状である. 本ワークショップ
が,そのような認知度向上の機会となれば,幸いである.
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【背 景】 慢性閉塞性肺疾患 (chronic obstructive pul-
monary disease;COPD)は,肺胞の破壊よる気道閉塞に
伴い,労作時息切れ感を主症状とする呼吸器疾患である.
この疾患の特徴は,慢性進行性の疾患であり,息切れを
回避のため徐々に活動性低下が生じ, 食欲低下, 筋力低
下,精神活動低下など助長し,非活動性の悪循環を招き,
最終的には日常生活活動 (activities of daily living;
ADL)に影響を与える.
COPDに対する治療としては,長期作用型抗コリン薬
や気管支拡張薬などの薬物療法が有効とされている. ま
た,非薬物療法である呼吸リハビリテーション (以下呼
吸リハ) についても有用であると報告され, 双方ともに
COPDに対するガイドラインとして推奨されている.薬
物療法は重症度に応じて気管支拡張作用のある薬剤を定
期的に吸入し,労作時や息切れ感増強時に短時間作用型
の適宜吸入によりが症状を軽減させる.一方,呼吸リハ
では下肢筋,歩行トレーニングなどの運動療法が有用で
あり積極的に実施されている. しかし, 運動療法の際に
は,運動による換気が亢進され, air-trappingにて肺過膨
張が生じる.この肺過膨張は息切れ感を増強させ,最終
的には運動制限が引き起こされる.
我々は, COPDの息切れ感を軽減した上での運動療法
が有用であると考え,運動療法前に気管支拡張作用のあ
る短時間作用性吸入β2刺激薬 (short actingβ2 agonist;
SABA)を併用し,呼吸リハ効果について検討した.結果,
薬剤併用した群では呼吸リハは, 薬剤を使用しない群よ
り,運動耐容能や健康関連QOL (quality of life)がより
改善傾向を示した.薬剤併用 (SABAを吸入) にて, air-
trappingを予防し,肺過膨脹の軽減することで呼吸リハ
ビリテーションの効果をより高める可能性が示唆され
た.
今回は,薬剤吸入を併用した呼吸リハの新たな可能性
について報告する.
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